
マラウイ月報（２０２３年１０月） 

 

【内政】 

１． 「新財務大臣に様々な反応」（９日付ネイション紙） 

７日、チャクウェラ大統領は、過去２年間マラウイ財政の舵取りをしてきたソステン・グウェングウェ

氏に代わり、シンプレックス・チチョラ・バンダ前貿易大臣を新財務大臣に任命した。 

 

２． 「ムタリカ前大統領、２０２５年の出馬に言及」（９日付、ネイション紙） 

８日、ムタリカ前大統領（現ＤＰＰ党首）は、ムランジェ市で開催されたロームウェ族の文化祭典にお

いて、２０２５年の大統領選挙に立候補する意思を示した。 

 

【外交】 

１． 「マラウイ、中国と２．５兆クワチャの鉄道建設を合意」（２０日付、タイムズ紙） 

マラウイ政府と中国鉄路通信信号は、マラウイ国内における総合的な鉄道網の建設のために、２０億ユ

ーロ規模の合意を締結した。ジェコブ・ハラ運輸・公共事業大臣は、政府を代表して出席した第３回一帯

一路フォーラムにおいて本合意を締結した。 

 

２． 「マラウイ、韓国を頼る」（３１日付、ネイション紙） 

テンボ外務大臣は、チャクウェラ大統領とハン・ドクス韓国国務総理のバイ会談後、韓国がどのように

発展を遂げたのかを学び、韓国と協力することがマラウイの発展を助けると述べた。会談後、保健、農業、

技術移転等における協力に関するＭｏＵが締結された。 

 

【経済】 

１． 「サイクロン被害者に８０億クワチャ」（１日付ネイション紙） 

国際農業開発基金(ＩＦＡＤ)は、サイクロン・フレディによる洪水等の災害で被害を受けた小規模農

家に対する８００万米ドルの支援を発表した。作物の種や家畜などの調達には既に３００万ドルが割り

当てられている。 

 

２． 「マラウイ初の電気自動車、販売へ」（２日付タイムズ紙） 

マラウイの再生可能エネルギー分野のスタートアップ企業であるスカイ・エナジー・アフリカ社は、マ

ラウイ初の電気自動車であるシトロエンｅ―Ｃ３の販売を正式に発表した。 

 

３． 「ＥＵ、エネルギー分野への支援を開始」（３日付ネイション紙） 

ＥＵは、マラウイ経済の近代・産業化を支援する２５０万ユーロのプロジェクトを開始した。 

 

４． 「メイズ備蓄量、警告レベル」（７日付マラウイ・ニュース） 

国家食糧備蓄局（ＮＦＲＡ）のメイズ備蓄量は３９，７６３トンから今後８５，０００トンまで増加す



ると予定されているものの、依然としてリーンシーズン中（食料不足の時期）の必要量に対し、８０，０

００トンが不足する見込みである。 

 

５． 「マラウイの燃料事情」（７日付マラウイ・ニュース） 

マラウイ国営石油会社（ＮＯＣＭＡ）によると、燃料の備蓄は枯渇しており、外貨不足のため信用取引

で調達している状況である。マラウイ政府は燃料輸入のため、市中銀行から３，４００万米ドルを確保し

ている。 

 

６． 「マラウイ、ザンビア、モザンビーク、地域統合・協力を約束」（８日付ネイション紙） 

３か国の大統領は７日、モザンビークのナカラ港で、ナカラ回廊に関する協定を含む３つの協定に調印

した。この協定により、３か国は、ナカラ港を利用したそれぞれの国への輸出入が可能になる。 

 

７． 「米国、４６０億クワチャ導入でマラウイの生計向上を目指す」（１２日付ネイション紙） 

米国政府はマラウイに対して４，０００万米ドルを提供し、ＵＳＡＩＤを通じておよそ５０万人の食料

安全保障の向上、輸出の増加、収入源の多様化を目指す。 

 

８． 「８月の貿易赤字、２，０６１億クワチャに拡大」（１４日付ウィークエンド・ニュース） 

輸入が増加して輸出が減少したことにより、マラウイの貿易赤字は７月から８月にかけて２０％拡大

した。 

 

９．「９月のインフレ率、２７．８％に落ち着く」（１８日付ネイション紙） 

２０２３年９月のインフレ率は、食品価格上昇率の緩和により、８月の２８．６％から０．８％低下し、

２７．８％となった。 

 

１０．「チャクウェラ大統領、２０２３年のＡＩＰをローンチ」（２１日付ウィークエンド・ニュース） 

チャクウェラ大統領は、２０日、２０２３―２４年栽培シーズンの安価投入資材プログラム（ＡＩＰ）

の開始を宣言した。カワレ農業大臣は、ＡＩＰ用肥料の７３％は入手可能であり、残りは輸送中で間もな

く到着すると述べた。 

 

１１．「英国、輸出促進に１４９億クワチャを投入」（２６日付タイムズ紙） 

英国は、２０２８年までの期間で実施予定の１，０００万英ポンド（約１４９億クワチャ）規模のマラ

ウイ・バリュー・チェーン（ＭＶＣ）プロジェクトを開始した。 

 

１２．「インド、近代的な医療施設建設を約束」（３０日付ネイション紙） 

ゴパラクリシュナン・インド高等弁務官は、官民連携によるマラウイに近代的な専門病院の建設を発表

した。在マラウイ・インド高等弁務官事務所は年間平均１，０００件の医療ビザを発給しており、病院の

建設はマラウイの外貨支出削減に繋がる。 
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